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１　

は
じ
め
に

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
を
背
景
に
、近
年
、

我
が
国
の
地
方
都
市
の
多
く
に
お
い
て
、
郊
外
に
立

地
す
る
大
規
模
小
売
店
舗
や
公
共
施
設
等
が
増
加
す

る
な
ど
、
都
市
機
能
が
拡
散
し
、
自
家
用
車
へ
の
依

存
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
公
共
交
通
利
用

者
が
大
き
く
減
少
し
、
市
民
生
活
の
基
盤
で
あ
る
公

共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

今
後
、
更
に
人
口
減
少
、
少
子
・
超
高
齢
社
会
が

進
行
す
る
中
で
、
公
共
交
通
が
衰
退
す
る
こ
と
は
、

移
動
手
段
を
持
た
な
い
交
通
弱
者
の
急
増
は
も
と
よ

り
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
増
加
、
中
心
市
街
地

に
お
け
る
商
業
業
務
機
能
の
低
下
や
、
郊
外
へ
の
人

口
流
出
に
よ
る
社
会
的
コ
ス
ト
の
増
大
な
ど
多
く
の

弊
害
を
招
き
か
ね
ず
、
ひ
い
て
は
地
域
社
会
の
衰
退

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、本
市
で
は
、

都
市
機
能
を
集
積
し
、
市
街
地
の
拡
大
を
抑
制
す
る

コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能
な
集
約
型
の
都
市
構
造

「
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
」
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
取
組
の
柱
と

し
て
、
既
存
の
交
通
基
盤
を
有
効
に
活
用
し
、
人
と

環
境
に
や
さ
し
く
、
健
康
増
進
に
も
資
す
る
こ
と
と

な
る
、
快
適
で
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
体
系
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２　

公
共
交
通
を
基
軸
と
し
た
都
市
交
通
の

形
成
（
総
合
都
市
交
通
計
画
の
策
定
）

公
共
交
通
を
基
軸
と
し
た
都
市
交
通
の
形
成
に
向

け
て
は
、
多
様
な
交
通
手
段
が
有
機
的
に
連
携
し
た

交
通
体
系
を
構
築
し
、
過
度
に
自
動
車
に
依
存
し
た

現
状
か
ら
、公
共
交
通
へ
の
利
用
転
換
を
図
る
た
め
、

２
０
１
０
年
11
月
に「
高
松
市
総
合
都
市
交
通
計
画
」

を
策
定
し
、
９
つ
の
施
策
の
方
針
と
24
の
具
体
的
施

策
を
掲
げ
る
中
、
全
市
域
を
対
象
と
し
た
、
持
続
可

能
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

（
１
）
将
来
交
通
体
系
の
イ
メ
ー
ジ

本
市
に
お
け
る
交
通
体
系
の
課
題
と
し
て
、
公
共

交
通
が
中
心
市
街
地
に
一
極
集
中
し
て
い
る
こ
と

や
、
自
動
車
か
ら
鉄
道
、
バ
ス
等
へ
の
乗
り
継
ぎ
環

境
（
交
通
結
節
機
能
）
が
不
十
分
な
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

【条例制定の事例】

高松市
高松市公共交通利用促進条例
〜公共交通利用促進に向けた取組〜
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　高松市では、公共交通の利用を促進し、安全かつ快適で人と環境にやさしい都市交
通の形成及び多核連携型コンパクト・エコシティの実現に寄与するために「基本理念」
「市、市民、事業者及び公共交通事業者の責務」「基本方針」を定めた「高松市公共
交通利用促進条例」を制定した。
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「
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
」
の

実
現
に
向
け
て
は
、そ
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

基
軸
で
あ
る
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
主
要
鉄
道
駅
な
ど
の
交
通
結
節
拠
点
に
、
路
線

バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線
な
ど
、
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
集
約
し
、
公
共
交
通
体
系
の
強
化
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
図
１
）。

（
２
）
都
市
交
通
の
現
状
と
課
題

こ
う
し
た
中
、
２
０
１
２
年
の
10
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
香
川
県
が
実
施
し
た
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

査
で
は
、
前
回
調
査
の
１
９
８
９
年
時
と
比
べ
、
移

動
手
段
と
し
て
、
鉄
道
・
バ
ス
の
利
用
が
、
５
・
１
％

で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
の
に
対
し
、
自
動
車
の
利
用

が
約
１
・
４
倍
の
59
・
６
％
を
占
め
る
な
ど
、
過
度
に

自
動
車
に
依
存
し
た
本
市
の
傾
向
が
明
ら
か
と
な
っ

た
（
図
２
）。

ま
た
、
年
齢
構
成
別
で
は
、
特
に
、
高
齢
者
世
代

に
お
い
て
、
自
動
車
の
利
用
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
一
方
で
、
徒
歩
に
よ
る
移
動
が
半
減
以
下
と
な
っ

て
い
る
な
ど
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
歩
く
こ
と

が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
社
会
福
祉
や
健
康
増
進
の
視
点
か
ら
も
、

そ
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る（
図
３
）。

図２　交通手段分担率の変化

図３　年齢構成別交通手段分担率

図１

【現  状】 【将  来】
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３　

公
共
交
通
利
用
促
進
条
例
の
制
定

本
市
で
は
、
先
に
述
べ
た
、
総
合
都
市
交
通
計
画

に
基
づ
く
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
過
度
に
自

動
車
に
依
存
し
た
現
状
か
ら
、
公
共
交
通
の
利
用
促

進
に
向
け
た
意
識
変
革
の
醸
成
を
図
る
必
要
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
２
０
１
３
年
９
月
に
「
高
松
市
公

共
交
通
利
用
促
進
条
例
」
を
制
定
し
た
。

本
条
例
で
は
、
制
定
の
背
景
、
利
用
促
進
の
対
象

と
し
て
い
る
公
共
交
通
機
関
を
定
義
す
る
と
と
も

に
、
基
本
理
念
や
基
本
方
針
等
を
位
置
付
け
、
市
・

市
民
・
事
業
者
・
公
共
交
通
事
業
者
が
協
働
し
て
公

共
交
通
の
利
用
を
促
進
し
、
安
全
か
つ
快
適
で
人
と

環
境
に
や
さ
し
い
都
市
交
通
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
条
例
の
特
徴
と
し
て
は
、
市
の
条
例
で
は
あ
ま

り
例
が
な
い
「
前
文
」
を
掲
げ
、
条
例
制
定
の
主
旨

を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ

く
り
と
公
共
交
通
構
築
を
実
現
し
て
い
く
市
の
決
意

や
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
公
共
交
通
を
積
極
的
に
利

用
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
語
り
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
通
常
、
市
の
条
例
に
お
い
て
は
、
関
係
者

に
つ
い
て
「
役
割
」
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
が
一
般

的
で
あ
る
が
、公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
向
け
て
は
、

全
て
の
関
係
者
が
積
極
的
に
協
働
す
る
こ
と
が
特
に

重
要
で
あ
る
た
め
、
あ
え
て
「
責
務
」
と
し
て
定
義

し
て
い
る
（
図
４
）。

４　

条
例
制
定
過
程
に
お
け
る
取
組

条
例
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
検
討
過
程
に

お
い
て
も
、
市
民
へ
の
周
知
を
図
り
、
公
共
交
通
利

用
に
対
す
る
意
識
醸
成
を
図
る
た
め
、
様
々
な
取
組

を
行
っ
た
。

（
１
）
高
松
市
総
合
都
市
交
通
計
画
推
進
協
議
会
に

お
け
る
検
討

条
例
制
定
に
向
け
て
の
具
体
的
な
検
討
は
、

２
０
１
２
年
当
初
か
ら
開
始
し
、
条
例
に
盛
り
込
む

べ
き
内
容
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
「
高
松
市
総
合
都

市
交
通
計
画
推
進
協
議
会
」（「
高
松
市
総
合
都
市
交

通
計
画
」
に
掲
げ
る
施
策
・
事
業
の
進
捗
管
理
を
行

う
本
市
の
附
属
機
関
。
市
民
、
公
共
交
通
事
業
者
、

行
政
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
。）
に
お
い
て
協
議
・

検
討
を
行
っ
た
。

２
０
１
２
年
３
月
か
ら
２
０
１
３
年
１
月
に
か
け

て
計
５
回
の
会
合
を
開
き
、
委
員
間
で
の
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
、
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
条
例
素
案
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
３
年
１
月
に
「
高
松
市
公
共
交

通
利
用
促
進
条
例
（
仮
称
）
素
案
提
言
書
」
と
し
て
、

協
議
会
か
ら
市
長
へ
提
出
さ
れ
た
。

（
２
）
高
松
市
公
共
交
通
利
用
促
進
条
例
（
仮
称
）

制
定
庁
内
連
絡
会
に
お
け
る
検
討

庁
内
に
お
い
て
も
、
関
係
課
長
で
構
成
す
る
条
例

制
定
庁
内
連
絡
会
を
設
置
し
、
２
０
１
２
年
２
月
か

ら
８
月
に
か
け
て
計
３
回
の
会
合
を
開
き
、
意
見
集

約
を
行
っ
た
。

（
３
）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
対
象
と
し
た

意
見
交
換
会
の
実
施 

条
例
制
定
の
周
知
と
、
各
地
域
に
お
け
る
公
共
交

通
の
課
題
や
条
例
に
関
す
る
意
見
を
聞
く
た
め
、

２
０
１
２
年
５
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
44
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
全
て
を
対
象
と
し
た
意
見
交

換
会
を
実
施
す
る
中
、
市
民
か
ら
は
、
条
例
制
定
後

の
利
便
性
向
上
等
に
期
待
す
る
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。

図４
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（
４
）
条
例
制
定
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施 

条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
内
容
等
に
つ
い
て
、
幅
広

く
市
民
の
意
見
を
聞
く
た
め
、２
０
１
２
年
６
月
に
、

無
作
為
抽
出
に
よ
る
３
０
０
０
人
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
公
共
交
通
の
必
要
性
は
認

識
さ
れ
て
お
り
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
の
た
め

に
公
費
を
投
入
す
る
こ
と
に
一
定
の
理
解
が
得
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
積
極
的
に
は
利
用
し
な
い
（
で
き

な
い
）
実
態
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

（
５
）
市
民
と
市
長
の
意
見
交
換
会
と
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
実
施 

２
０
１
３
年
５
月
に
は
、市
内
７
か
所
に
お
い
て
、

条
例
素
案
の
内
容
に
つ
い
て
市
民
の
議
論
を
深
め
る

た
め
、
市
民
と
市
長
の
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
条
例
素
案
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
た
。

５　

条
例
制
定
後
の
利
用
促
進
に
向
け
た
施

策
・
事
業
展
開

本
市
で
は
、
こ
の
条
例
の
制
定
を
公
共
交
通
の
利

用
促
進
に
向
け
た
好
循
環
に
つ
な
げ
て
い
く
契
機
と

し
て
、
各
種
施
策
・
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
取
組
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

 

（
１
）
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
活
用
に
よ
る
乗
り
継
ぎ
割
引

の
拡
大

現
在
、市
内
で
電
車
と
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る「
こ

と
で
ん
」
で
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
（
イ
ル

カ
）
を
利
用
し
て
電
車
と
バ
ス
を
乗
り
継
い
だ
場
合

に
、
乗
り
継
ぎ
後
の
運
賃
に
対
し
、
20
円
を
割
り
引

い
て
い
た
が
、
２
０
１
４
年
３
月
か
ら
、
こ
れ
に
市

が
80
円
を
上
乗
せ
し
、
１
０
０
円
に
拡
大
す
る
制
度

を
開
始
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
バ
ス
で
直
接
、
郊
外
部
か
ら
中
心

市
街
地
に
向
か
う
よ
り
も
、
最
寄
り
の
鉄
道
駅
で
乗

り
換
え
た
方
が
安
い
運
賃
と
な
る
ほ
か
、
中
心
市
街

地
に
お
い
て
は
、
鉄
道
か
ら
の
乗
り
継
ぎ
に
よ
り
、

バ
ス
の
初
乗
り
が
50
円
以
内
で
利
用
可
能
と
な
っ
た
。

制
度
開
始
後
、
約
２
年
が
経
過
し
た
２
０
１
６
年

１
月
現
在
で
は
、
制
度
開
始
前
と
比
較
し
て
、
電
車

と
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
件
数
が
約
１
・
３
倍
で
推
移
し

て
お
り
、
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
特
に
、
定
期
Ｉｒｕ
Ｃａ

を
所
有
し
、
電
車
で
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
利
用
者

が
、
鉄
道
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
り
継
ぐ
よ
う
に
な
っ
た

実
態
が
見
て
と
れ
る
。

こ
の
取
組
は
、地
域
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し
て
、

行
政
と
交
通
事
業
者
が
一
体
と
な
り
、
公
共
交
通
の

利
便
性
の
向
上
を
目
指
す
全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の

で
あ
り
、
乗
り
継
ぎ
に
伴
う
料
金
抵
抗
の
軽
減
に
よ

り
、
主
要
鉄
道
駅
か
ら
の
支
線
と
な
る
フ
ィ
ー
ダ
ー

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る

「
ち
ょ
い
の
り
」
利
用
の
促
進
と
と
も
に
、
今
後
の

利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
将
来
的
に
は
、
中

心
市
街
地
に
集
中
し
て
い
る
、
現
行
の
バ
ス
路
線
の

再
編
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る（
図
５
）。

（
２
）
高
齢
者
に
対
す
る
公
共
交
通
の
利
用
支
援

２
０
１
４
年
10
月
か
ら
は
、
今
後
、
更
に
増
加
す

る
高
齢
者
の
移
動
を
支
え
て
い
く
と
と
も
に
、
全
市

域
を
対
象
と
し
た
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の

構
築
に
取
り
組
む
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、「
こ
と
で
ん
」
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、
70
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
と
し
た

新
た
な
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
（
ゴ
ー
ル
ド
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
）
を

発
行
し
、
電
車
や
バ
ス
の
運
賃
を
半
額
と
す
る
制
度

で
あ
り
、制
度
開
始
直
後
に
購
入
希
望
者
が
殺
到
し
、

わ
ず
か
１
週
間
で
ゴ
ー
ル
ド
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
売
り
切

れ
る
事
態
と
な
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

２
０
１
５
年
12
月
末
時
点
の
ゴ
ー
ル
ド
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ

販
売
枚
数
は
約
１
万
４
５
０
０
枚
を
数
え
、
本
市
の

70
歳
以
上
人
口
（
７
万
７
１
１
４
人
：
２
０
１
６
年

１
月
１
日
現
在
）
の
約
19
％
が
、
ゴ
ー
ル
ド
Ｉｒｕ
Ｃａ

を
所
持
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進

図 5　乗継割引
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は
も
と
よ
り
、
高
齢
者
の
移
動
の
利
便
性
の
向
上
や

外
出
機
会
の
創
出
な
ど
を
通
じ
て
、「
生
き
が
い
」

や
「
健
康
」
づ
く
り
に
も
、
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
（
図
６
）。

ま
た
、
同
じ
く
２
０
１
４
年
10
月
か
ら
、
路
線
バ

ス
が
廃
止
さ
れ
た
、
公
共
交
通
空
白
地
帯
に
お
い
て

運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
に
、
新
た

に
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
こ
れ
に
よ

り
、
Ｊ
Ｒ
を
除
く
、
市
内
の
全
て
の
電
車
と
バ
ス
に

お
い
て
、
共
通
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
の
利
用
が
可
能
と

な
り
、
電
車
と
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
割
引
や
高
齢
者
に

対
す
る
利
用
支
援
の
展
開
な
ど
、
全
市
域
に
お
け
る

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
が
図
れ
て
い
る
。

更
に
、
２
０
１
５
年
10
月
か
ら
は
、
高
松
港
と
女

木
港
、男
木
港
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー（
男
木
～
高
松
航
路
）

に
お
い
て
も
、ゴ
ー
ル
ド
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
提
示
に
よ
っ

て
、
半
額
乗
船
券
が
購
入
で
き
る
制
度
を
開
始
し
て

お
り
、
電
車
・
バ
ス
が
運
行
し
て
い
な
い
離
島
に
居

住
す
る
高
齢
者
の
移
動
を
支
え
て
い
る
（
図
７
）。

（
３
）
ま
ち
な
か
ル
ー
プ
バ
ス
の
運
行

中
心
市
街
地
に
お
け
る
回
遊
性
向
上
を
図
り
、
高

齢
者
等
の
ま
ち
な
か
へ
の
来
街
支
援
、
賑
わ
い
創
出

に
資
す
る
た
め
、
２
０
１
５
年
10
月
か
ら
、
高
松
丸

亀
町
商
店
街
が
運
行
す
る
「
ま
ち
バ
ス
」、
こ
と
で

ん
バ
ス
株
式
会
社
が
運
行
す
る
「
市
民
病
院
ル
ー
プ

バ
ス
」「
県
立
中
央
病
院
線
」
の
３
つ
の
路
線
を
統

合
し
、
商
店
街
や
総
合
病
院
、
公
共
施
設
、
Ｊ
Ｒ
・

こ
と
で
ん
の
主
要
駅
を
ア
ク
セ
ス
し
、
東
周
り
・
西

周
り
の
双
方
向
で
中
心
市
街
地
を
東
西
に
循
環
す
る

「
ま
ち
な
か
ル
ー
プ
バ
ス
」と
し
て
運
行
を
開
始
し
た
。

２
０
１
５
年
12
月
ま
で
の
３
か
月
間
の
１
便
当
た

り
の
利
用
人
数
が
約
15
人
と
、
運
行
開
始
前
の
見
込

（
約
10
人
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
、

運
行
主
体
で
あ
る
商
店
街
、バ
ス
事
業
者
と
連
携
し
、

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
更
な
る
利
用
促

進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
（
図
８
）。

 

（
４
）
バ
ス
案
内
表
示
板
の
設
置

Ｊ
Ｒ
高
松
駅
前
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
は
、

市
内
各
方
面
へ
の
路
線
バ
ス
が
発
着
し
、
特
に
中
心

市
街
地
で
は
多
く
の
便
数
が
運
行
さ
れ
て
い
る
一

方
、
ど
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
、
ど
こ
を
通
っ
て
目
的
地

に
向
か
う
の
か
が
利
用
者
に
と
っ
て
分
か
り
に
く

く
、
バ
ス
の
利
用
が
低
迷
し
て
い
る
一
因
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
た
め
、
観
光
客
や
高
齢
者
等
の
利
用
者
に
分

か
り
や
す
い
情
報
提
供
を
図
る
べ
く
、
Ｊ
Ｒ
高
松
駅

構
内
と
、
駅
前
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
正
面
に
、
大
型
の

電
光
バ
ス
案
内
表
示
板
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
現
在
、
２
０
１
６
年
３
月
の
供
用
開
始
を
目
指

し
、
関
係
者
間
で
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
将
来
的

に
は
、
市
内
の
主
な
交
通
結
節
拠
点
に
、
同
様
の
バ

ス
案
内
表
示
板
を
設
置
し
、
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

（
５
）
カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー
高
松
の
開
催

本
市
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
自
動
車
を
利
用

し
な
い
都
市
環
境
を
体
験
し
、
マ
イ
カ
ー
使
用
の
見

直
し
と
と
も
に
、
公
共
交
通
や
自
転
車
の
利
用
促
進

図６　ゴールド Iruca

図７　離島航路 Iruca

図８　まちなかループバス
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を
図
る
た
め
の
社
会
啓
発
活
動
と
し
て
、
２
０
０
８

年
か
ら
、毎
年
、９
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
の
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
モ
ビ
リ
テ
ィ
ウ
ィ
ー
ク
」
に
併
せ
、「
カ
ー

フ
リ
ー
デ
ー
高
松
」
を
開
催
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
９
月
20
日
に
、
中
心
市
街
地
の
道
路

２
か
所
を
歩
行
者
専
用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、「
公
共

交
通
」
と
「
自
転
車
」
の
利
用
促
進
を
テ
ー
マ
と
す

る
取
組
や
、
こ
と
で
ん
に
お
い
て
「
サ
イ
ク
ル
ト
レ

イ
ン
」
を
運
行
す
る
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
約
３
万
人
に
来
場
を
い
た
だ
い
た
（
図
９
）。

（
６
）
高
齢
者
運
転
免
許
証
返
納
促
進
事
業

本
市
で
は
、
高
齢
者
が
運
転
中
に
交
通
事
故
を
起

こ
す
割
合
が
、
全
国
と
比
較
し
て
高
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
２
０
１
０
年
か
ら
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
と
し
て
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
も
つ

な
が
る
５
千
円
分
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い
る

が
、
更
な
る
自
主
返
納
の
促
進
を
図
る
た
め
、

２
０
１
４
年
か
ら
１
万
円
に
増
額
す
る
制
度
の
拡
充

を
行
い
、
そ
の
他
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
も
周
知
・

啓
発
に
努
め
て
い
る
。

（
７
）
取
組
の
効
果

こ
の
よ
う
な
取
組
の
結
果
、
２
０
０
８
年
度
を
境

に
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
本
市
の
１
日
当
た
り
の
公
共

交
通
利
用
者
数
は
、
２
０
１
２
年
度
以
降
、
わ
ず
か

な
が
ら
増
加
に
転
じ
て
お
り
、
公
共
交
通
利
用
促
進

条
例
の
制
定
を
契
機
と
し
た
関
連
施
策
等
の
積
極
的

な
展
開
に
よ
っ
て
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
向
け

た
好
循
環
に
つ
な
が
る
兆
し
が
少
し
見
え
つ
つ
あ
る

も
の
と
受
け
と
め
て
い
る
（
図
10
）。

４　

さ
い
ご
に

本
市
で
は
、
今
後
と
も
、
鉄
道
新
駅
の
設
置
や
Ｐ

＆
Ｒ
駐
車
場
な
ど
の
整
備
な
ど
、
公
共
交
通
の
利
便

性
の
向
上
に
向
け
た
ハ
ー
ド
施
策
の
推
進
は
も
と
よ

り
、
中
央
商
店
街
や
交
通
事
業
者
等
と
連
携
し
て
、

公
共
交
通
を
利
用
し
て
出
か
け
た
く
な
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
鉄
道
駅
の
周
辺
で
開
催
す
る

な
ど
、
ソ
フ
ト
施
策
も
積
極
的
に
展
開
し
な
が
ら
、

公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
、
更
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
施
策
の
実
施
に
よ

る
効
果
等
を
検
証
し
、
新
た
な
事
業
の
展
開
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
市
民
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
公
共

交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
施
策
・
事
業
の
着
実
な

推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

図９　カーフリーデー

図 10　高松市公共交通利用者推移


